
春日井市では、出退勤の管理をICカードで行っています。月末に管理職から「在校
等時間の記録」が職員に返されます。これまでは、それに赤字で休暇を書き込んだ
り、訂正したりして管理職に戻してお終いでした。この記録を元に、超過労働時間
４５時間・８０時間・１００時間の職員をカウントし、市教委に報告しているらし
いですが、本人の手元に戻ってくることはありません。これでは、ただ朝夕ICカー
ドをカードリーダーにタッチしているだけで、職員本人にはメリットがありません
でした。 
　年度の初めに「働き方改革」ということで、日課の工夫や勤務の軽減策を話し合
いました。その際に、このカードに超過労働時間を記録して返してもらうように要
求しました。その結果、５月の連休明け、超過労働時間が赤ペンで書き込まれた
「在校時間等の記録」が職員に返されました。「どのぐらい働きすぎか、よくわかっ
ていいな。」といった声が聞かれるようになりました。 
　とても良い取り組みなので、全市的に広がってほしいものです。【幹事　三輪】　　　　　 

4月半ば、小牧市の小学校で、割振変更が行われていないこと等を組合
員が校長に訴え、改善を求めました。校長が応じなかったため、尾張教労
として校長に要求書を提示し交渉を要求。同時に尾張教育事務所長、小牧
市教委教育長にもこの問題について適切に対応するよう要求書を送り、校
長への指導を求めました。 
　尾張教育事務所の担当者は「交渉に応じるよう小牧市教委に伝えた」
と述べましたが、小牧市教委の担当者は尾張教労が市登録団体でないこ
とを理由に交渉に疑義を表明。県教委＝尾張教育事務所の見解と、地方
公務員法第55条の「当局」に校長が該当することを伝え、校長を指導す
るよう尾張教労が重ねて要求。その後、5月19日当該校長との交渉が実現
しました。現在、割振り変更をどのように実施するかについて交渉が継続
中です。
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超過労働時間がわかるように！　
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校長が教職員労働組合との 
　　　交渉に応じるのは当然の責務

春日井で組合員が「在校等の記録」の形式変更を要求　

自分の超過労働時間がわかるようになって返却されるように！

市教委は校長を適切に指導すべき。校長は法令に基づいた学校運営をすべき

春の自治体キャラバンの様子


